
｜地域やさしさプラン｜

第２次滝沢市総合計画　地域別計画

　滝沢市における根幹の計画である「第２次滝沢市総合計画」がスタートいたしました。そして、各地域ととも

にワークショップを開きながら、地域自らが実行していく「地域別計画（地域やさしさプラン）」を策定いたしま

した。今後、振り返りをしながら市民一人一人がやさしさを広めていきましょう。
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チャグチャグ馬コ

鵜飼地域

　私たちの地域は、岩手山の眺望や田園風景が素晴らし

く、市役所や総合公園、ビッグルーフ滝沢などの公共施

設や総合病院があり、住環境が整備された市の中心地域

です。

　毎年６月の第２土曜日に開催され

るチャグチャグ馬コには、県内外

から大勢の観光客が地域を訪れ大

変賑わいます。

　今後、中心拠点整備により、地

域づくりの中心地として発展が期

待されます。

滝沢市
（R5.3.31）

割合

人　口 54,961人 9,584人 17.4％

世帯数 23,979世帯 4,164世帯 17.4％

◀

地域の紹介

◀

地域の情報

◀

鵜飼地域づくり懇談会

鵜飼地域
（R5.3.31）

鵜飼地域

各自治会（鵜飼南、鵜飼中央、滝沢パークタウン、

上の山、上鵜飼、鵜飼温泉、滝沢ニュータウン）、

老人クラブ、子ども会育成会、中学校ＰＴＡ、民

生児童委員、消防団第４分団（順不同）
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市の中心として、ヒトとモノが集約されています。

豊かな自然と便利な暮らしとのバランスが良いです。

自治会と子ども会・地区PTAの信頼関係も築けており、地域が一緒になって子どもを育てる

雰囲気があります。

岩手山、チャグチャグ馬コ、鬼越蒼前神社など、歴史や伝統、誇りがあります。

昔ながらの道幅が残っている場所もあり、ほっとします。

バス路線も多くあり、交通の便が良いです。

目指す！

地域の姿

地域の現状と課題

力
魅
の
域
地
飼
鵜

目指すべき地域づくりの方向性

地域の担い手が不足してきています。

地域資源の活用や PR が足りないです。（観光客の滞在時間を増やして地域経済にも貢献でき

るような仕掛けを）

交通量が多い道路の交通安全対策や道路網の整備に課題があります。

魅力ある公園などの遊び場が少ないです。

飲食店なども少なく、賑わいがなくなってきています。

広域的な視点で地域が発展していくべきです。

題
課
の
域
地
飼
鵜

１．滝沢市の中心として、賑わいと活気のあるまち

市の中心として多くの施設と機能を有しており、その強みを生かしながら広域的な視野をもって

地域づくりに取り組みます。

２．自然の豊かさと歴史の誇りが残り、快適で安全な暮らしができるまち

岩手山を代表とする緑豊かな自然環境の中、チャグチャグ馬コなどの伝統も守りつつ、子どもか

ら高齢者まで安心して暮らすことのできるまちを目指します。

３．みんなで仲良く交流し、地元愛を育むことができるまち

若い世代の地域活動参加を促しながら、地域外との交流も進めることで関係人口を増やします。

また市との協力体制も強化しながら共にまちづくりに取り組みます。

チャグチャグ馬コ発祥の地として栄える、

　　　　　　　　　　住みよく、活気にあふれるまち



85

具体的な取組

１．滝沢市の中心として、賑わいと活気のあるまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

総合公園やビッグルーフ滝沢をもっと活

用します。

人育ての場、学びの場として企画・実施します。

広報活動を積極的に行いながら利用を増やしつつ、少人数でも企画や利用がで

きるようにします。

コンパクトな地域づくりを進めます。 魅力的でコンパクトな地域づくりを検討します。

雇用の場を確保します。

就労支援の実施している農園と連携し、雇用の場としての農業を推進します。

農家と大学を繋げていきます。

農業初心者への営農支援を行います。

農家の担い手不足に取り組みます。

共同組合の組織化を検討します。

農業高校や大学と一緒に農家への就職を支援します。

農家が主体となり、行政との連携を強化します。

健康づくりに取り組みます。 いきいきサロンの活動を継続します。

２．自然の豊かさと歴史の誇りが残り、快適で安全な暮らしができるまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

歴史や文化を知る機会を設けます。
教育委員会による鵜飼地域の歴史や文化を知る出前講座を依頼します。

鵜飼の名所を巡るツアーを企画します。

チャグチャグ馬コをもっと活用します。

お祭り、地域活動を経験させ、担い手を育てます。

チャグチャグ馬コと農業、マラソンなどとの連携事業を検討します。

さらなる盛り上げを図るため、市に要望していきます。

環境美化活動を進めます。

各自治会により実施している環境美化活動を継続します。

多くの参加を得られるよう、工夫をします。

市とともに空き家の草刈りについて検討していきます。

子育てしやすいまちにします。
地域の公園に遊具が少ないため、市に要望していきます。

公園の草刈りを住民でも協力していきます。

高齢者等の見守り活動を進めます。
民生委員による見守り活動を継続していきます。

スマホなどで家族を確認できるような仕組みを検討します。

交通安全対策や道路網整備を進めます。
自転車のマナー向上に努めるとともに、市に整備要望をしていきます。

道路の拡幅等について、市に要望していきます。

街路灯・防犯灯の継続的整備が必要です。
街路灯や防犯灯の整備が必要な箇所を把握し、継続して市に要望をしていきま

す。

３．みんなで仲良く交流し、地元愛を育むことができるまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

住民間の交流をもっと活発にしていきま

す。

ビッグルーフ滝沢などをもっと活用して、みんなが参加できるイベントを継続・

企画します。（雪まつり、雪あかり、夢あかりなど）

自衛隊や企業への協力も打診していきます。

自治会役員の担い手や若い世代の活動を

増やします。

LINEなどのツールも活用して、情報を伝えやすくしていきます。

リモート会議なども導入するなど、事業の検討や見直しを行い、参加環境をつ

くります。

新しい住民との交流を増やします。 交流の機会が生まれる企画を検討します。

子ども達の交流を増やします。

小学生の親子登校事業を開始します。

資源回収を子ども会と一緒に実施します。ストックヤードの活用も行います。

学校と地域のつながりを強化し、情報共有を行います。

情報共有の強化を図り、広報活動に繋げ

ていきます。

滝沢ナビを活用し、地域の情報を掲載していきます。

スマホ教室を実施し、地域の多くの方がスマホで情報交換や情報共有を行える

ような環境づくりを行います。

年代に合った情報交換方法も検討していきます。

行政と協働した地域づくりを進めていき

ます。

行政と地域の橋渡しをする支援職員を活用していきます。

行政と地域の役割を明確にしていき、情報共有していきます。



◀

地域の写真

私たちの地域には、自然・歴史・文化に育まれた伝統芸能・

食文化・景観・自然環境など、次の世代に継承したい宝物が

あります。

地域の

宝物
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馬コ踊り

　鵜飼地域は昭和46年頃、農村地域で鵜飼自治会のみでしたが、昭和50年代

以降滝沢ニュータウン、上の山団地、滝沢パークタウンなど大小の宅地開発や

施設整備が進み人口が急増しました。現在は７つの自治会で構成されており、

催）などを行っています。

８年間（令和６年度～令和

13年度）

令和６年４月１日　策定

施設名 住所 問合せ先

滝沢市役所 中鵜飼 55

ビッグルーフ滝沢※ 下鵜飼 1 15

滝沢市

社会福祉協議会
中鵜飼 47

滝沢市ファミリー

サポートセンター
中鵜飼 47

施設名 住所 問合せ先

鵜飼小学校※

滝沢南中学校※

鵜飼保育園 鵜飼笹森 1

認定こども園ふじな

でしここども園

総合公園体育館※

眼下の鵜飼地域

鬼越蒼前神社

◀

地域の施設  ※印のある所は指定避難所です

◀

計画期間

◀

地域づくりの歴史

馬っこ広場の清掃活動


